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    1２月の活動日誌から ～ 各班の活動紹介 ～      

第 1 班（大門） 12 月 7 日（水） 

12 月にしては、比較的暖かい日の活動でした。本日

は今年度最後の活動となりました。塩尻西小周辺に

て、下校時の横断歩道での見守り及びあいさつ運動

を実施しました。黄色の帽子の一年生が「さようなら」

とあいさつをして、元気よく帰っていきました。各委員

の皆様、一年間大変お疲れさまでした。 

第 2 班（大門） 12 月 7 日（水） 

西小学校とその周辺で、あいさつ運動と通学路の見

守り活動をしました。昇降口周辺で下校する子どもた

ちにあいさつをすると、元気な声で返事をしてくれまし

た。中には半そで半ズボンといった服装の子どももい

て、「寒くない？」と問いかけると、「大丈夫です！」と

元気に帰っていきました。通学路の見守りは周辺の

横断歩道で行い、みんなお手本のようにしっかりと左

右確認をして、手を挙げて渡っていました。寒い中で

の活動でしたが、元気な子どもたちとのふれあいで、

ちょっぴり心が温かくなりました。 

第 4 班（塩尻東） 12 月 2 日（金） 

ショッピングセンターギャザと、ゲームセンターアピナ

の巡回を行いました。ギャザでは 11 月に青少年健全

育成協力店のお願いで回った店舗を再度訪問し、前

回のお礼を伝えた上で、店内を巡回させてもらいまし

た。子どもたちの姿は多くありませんでしたが、年末に

近いので普段より人は多く感じました。アピナでは、一

人で椅子に座りゲームをする男の子がいたので声を

掛け、年齢と誰と来たのかを尋ねると、小学 3 年生で

母親と来ているとのことでした。その他は学生の姿は

ほとんど見られませんでした。 

第 7 班（高出） 12 月 6 日（火） 

今回は通学路見守り活動に参加しました。スポーツ

公園東側駐車場に集合し、桔梗小児童の通学路に

向かいました。冬季時間ということで 15：00 に開始、

高原通り東京都市大塩尻信号機、げんば大橋前交

差点、スポーツ公園管理棟前信号機の三箇所に分 

かれて、通学路の見守り活動を行いました。 

中央スポーツ公園周辺は、テニスコート移動工事及

び、来年本格化する日の出保育園増築工事に伴い、

交通状況の混雑が予想されますので、工事関係者に

は、通学路の安全確保をお願いしたいと思います。 

  

第 11 班（宗賀） 12 月 15 日（木） 

えんぱーく、ウイングロード巡回、対象店舗へ青少年健

全育成協力店の依頼活動を行いました。5 店舗に承諾

が得られ、店舗内でも共有して下さるとのこと。御協力

に感謝です。下校時前だったせいか、両施設とも子ども

の姿はなく、特に問題はありませんでした。 

第 12 班（宗賀） 12 月 16 日（金） 

日出塩・本山地区、平出・桔梗ヶ原地区はバス通学の

為、学校で見送りをした。床尾・昭和地区、洗馬地区、

牧野地区の 3 地区は、方向が別なので委員が 3 班に

分かれて、それぞれ同行しました。高学年の生徒が、

低学年の生徒を見守っているのが見て取れました。 

-------------------------------------- 

【青少年育成員の選任について】 

令和 4 年度の活動も無事に全ての班別活動を終了

し、令和 5 年 3 月末で任期満了を迎える委員の方も

いらっしゃるかと思います。 

現在各区の区長さん宛に、令和 5 年、6 年度の青少

年育成委員の推薦をお願いしております。任期は 2 年

とさせていただいておりますが、区の実情により 1 年任

期、または 2 年目以降も継続して務めていただいてい

る方もいらっしゃいます。より多くの方に、今後も引き続

き当センターの活動に携わっていただけましたら幸いで

す。ご検討の程、よろしくお願い致します。 



 

あけまして おめでとうございます 

 昨年はお忙しい中、青少年健全育成活動にご尽力

いただき 感謝申し上げます。班別活動は終了しまし

たが、任期まで引き続き活動へのご協力をお願い致            

                        します。 

    1 月 15 日～1 月 21 日は 

防災とボランティア週間です 

1995 年 1 月 17 日に発生した阪神・淡路大震災を

契機として、1 月 17 日を「防災ボランティアの日」、 

1 月 15 日～21 日までの 1 週間を「防災ボランティ

ア週間」としています。災害時におけるボランティア活

動や、自主的な防災活動の認識を深めるとともに、

災害への備え等の充実強化を図ることを目的として

います。東日本大震災におけるボランティアの活動

は、災害発生当初は避難所支援や食糧や水の配

達、住居の片付け等が行われていました。その後、

半年を経てからは、避難所や仮設住宅を訪問して、

被災者の相談に乗るなど心のケアや、生活の支援活

動へとボランティアのニーズが多様化しました。 

今後 30 年以内に「首都

直下地震」が 70％の確

率で起こると言われてい

ます。災害が発生した場

合、公的な消防機関だけ

で対処するには限界があり、自助・共助の必要性が

高まっています。防災ボランティア週間を通じて、一

人一人が防災に関する意識を高め、災害に対する備

えを充実させていきましょう。  （参考：東京消防庁） 

------------------------------------- 

冬道は道路状況に注意を！ 

冬道は、雪や氷がなくても、日陰や橋の 

上などが凍結している場合があります。 

雪道や凍結道路では、乾燥路に比べて何倍も滑りや

すくなるので、車間距離を普段よりも多めにとり、カー

ブの手前では十分に減速しましょう。また、『急加速・

急ハンドル・急ブレーキ』は避け、時間に余裕をもって

出掛けましょう。天気予

報を事前に確認しておく

ことも大切です。 

12 月 17 日（土）に、令和 4 年度長野県青少年健全

育 成 県 民 大 会 が 飯 田 市 に て 開 催 さ れ ま し た 。    

「青少年は地域社会からはぐくむ」という観点に立ち、青

少年の健全育成に携わる関係者が一堂に会し、連携

と協調のもとに健全育成を一層推進するために開催さ

れました。 

【大会次第】 

表 彰 長野県県知事表彰 他 

アトラクション 「飯伊童謡・唱歌をうたう会」と「追

手町小学校合唱団」による合唱 

作 品 発 表 長野県知事賞受賞作品 作文 

「よりよい子育てのためにできること」 

現 状 報 告 「あっと驚く感動体験から、ふしぎの

心を育てたい」 

「創立 50 周年を迎えて」 

講 演 「いま、求められている性教育とは」 

～地域で、家庭で、学校で～ 

最近の青少年を取り巻く様々な課題は、家庭や学校、

地域社会等に絡み合って起きており、問題解決のため

には、行政、学校、企業、団体、地域など社会を構成

する多様な主体が連携・協力し、一丸となって取り組む

必要があります。具体的には、 

〇青少年の育成に関する社会の関心と意識の高揚 

〇青少年が公共心や自己肯定感・自己有用感を培

い、様々な困難を乗り越え、自立できるための社会

環境づくりの推進 

〇青少年を取り巻く様々な状況の変化に対応した取組

の推進              （大会宣言抜粋） 

を柱として、『伸びよう 伸ばそう 青少年』を合言葉に、 

県民総ぐるみの運動に取り組んでいきます。 

-------------------------------------- 

【お知らせ】 

２月２１日（火）午後 3 時から、塩尻市青少年育成委員

協議会理事会を開催致します。理事の皆様には開催

通知を郵送致しますので、２月１０日（金）までに出欠を

同封の返信用封筒にてご返送くださいますようお願い 

致します。      

 

 

 

 急ブレーキ 

急ハンドル 急加速 

社会教育スポーツ課共生推進係 

      TEL 0263-52-0894 

      FAX 0263-54-2705 


